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成都方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.はじめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言13種における単字調形と後字軽声二音節
語調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。
また,樋口 (2004Dでは,西南官話の一種である昆明方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"
を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探った。
本稿では,樋口 (2004a。2004D同様,実験音声学的手法により,岩田 (1999・2001)の見解に基
づいて,成都方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関
係を探る (2)。具体的な実験方法としては,成都方言の音声データを音声分析ソフトで分析し(3),両
者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147-148,152-156)。(200 :24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類。高降・ Ⅱ類",後者では “LS(2)・LS(3)。LS(1)''と呼ばれている一は,歴史的にこの
順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “rlght spreadュng" “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “nght spreading''(前字
上声を除く),②は“上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した“secondav tone",③は“既
定値"のみ保存している, と考えている。
樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州 。陽平」の後字軽声のような,“低
昇"タイプを認め,
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地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b)では,更に,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」および「昆明・去」の後字軽
声のような, “中平"タイプを認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆 明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
本稿では,以上のような見解に従って,成都方言の所謂 “重い軽声"を観察する。
1.連続変調表
奎 (1997)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下の
如くである。(以下,陰平・陽平 。上声・去声を,それぞれ① o②o③o④で表わす。)
後字が変調しないもの (但し,③は後字の環境では51で現われる)を「後重」とし,後字が変調
するものを「後軽」とする。
「後軽」のうち,後字調値が「44/21/22/31で現われるグループ」を,それぞれ「後軽a/b/c
/d」とする。
後字②のうち31で現われるものは,単字調 (31)と同一調値で,「後重」であるか「後軽d」 である
かが判別できないので,以下の表では両者の間に置き, 4.の表でも後字軽声の例としてタイプ分け
を行なうことをしない。「数」は得られた語例数を表わす。
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「後軽 a」 (後字44)は,「①/②/③/④十①」。「①/②/③/④+②」。「④十④」に現われる。
「後軽b」 (後字21)は,「③十②」。「①/③十③」。「③+④」に現われる。
「後軽 c」 (後字22)は,「①/②/④+④」に現われる。
「後軽d」 (後字31)は,「①/②/③/④+②」。「②+③」に現われる。
以上によれば,「後軽 a」 は後字③o④にはあまり現われず,「後軽 b・cOd」は後字①o②にはあ
まり現われないようである。(後字②のうち31で現われ,「後軽 d」/「後重」が判別できないものを
除く。)
「後重」の「①十④」。「③+④」は,例を得られなかった。「③十③」の「後重」は2形式現われ,
前字が44に変調する方 (「後重 b」 と呼ぶ)は,「②+③」の「後重」と変調結果が同じになる。この
点は,「③+③」>「②十③」という官話方言に普遍的に見られる変調規則を反映したものであろう。
2.各形式所属語彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲げる。
①十①
「後軽 a」 (35+44)15例
吹民剖民,今天,公猪,鳩公公■,姻園,娼娼,医生,中同,稀粧1■,相因便宜,剛剛,
お 些 些楼 別或夏数,鈎 鈎 制 ,瓜 瓜 隣 ―,林 林 角落。
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① 35 数 ②31 :数③553 数 ④213 数
後軽b(後字 21)
後軽c(後字 22)
後軽 a(後字 44)
後重
後軽d(後字 31)
35+21 4
35+51 : 3
35+22  : 5① 35
35+44 35+44
35+3135+35
15 2
4
後軽d(後字 31)
後軽
b
c(後字 22) ~44TJf~1~~i5~44+22:  5②31
後重
44+44 44+44
44+35
14
44+31 , 1644+51 : 144+212 1 2
後軽a(後字44)
後軽b
後軽d
955+21 1 lo55+2
③553
後重b
55+44
55+3155+352
55+44
55+21
55+51 : 11~~44皐
Uf~~1~プ
後軽a(後字44)
後軽b(後字21)
後軽c(後字22)
後軽d(後字31)
213+225
213+44 1 9
④213
後重
213+44 213+44
213+3114213+351 213+51 : 102 3+213 : 2
「後重」(35+35)4例
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傷ヌ,拉稀渇肝,森稀朽批,当中。
①十②
「後軽 a」 (35+44)2例
他個,高夫上去。
「後軽d/後重」(35+31)5例
天析虹,端『日端午市,今年,蕃茄西4柿,鴻婆母鳩。
①+③
「後軽b」 (35+21)4例
宙子貪サ1,包子,瞬子鮮,奸子。
「後重」(35+51)3例
端午端午lt,炒手復純,剛好。
①十④
「後軽 c」 (35+22)5例
高上 1扶,波菜,宙声,干浄,稀仮粥。
②十①
「後軽 a」 (44+44)14例
明天,昨天,葵花向日葵,南瓜,脚猪公猪(配酬),雄鳩公鳩,房同,楼梯,盆巴盆,男的男人,
厨り雨,人些些美別或夏数,泥巴泥,牙巴牙。
「後重」(44+35)3例
剖民,姑,/κ,成心故き。
②+②
「後軽 a」 (44+44)15例
売売売,雀雀小ち,共友,核桃,釧匙,喉眈,額顔緬,夫,男人 t人,男人,婆娘軒,慢共 ,
慎慎1麒,瓢瓢勺几,伯娘伯母,皮皮果皮,核核核几。
「後軽d/後重」(44+31)16例
落雪ド雪,狂吉白薯,茅房厠所,伯伯伯父,厨房,釜雀,筆零‖父,婆婆1附,滑月か‖1,各人自己,
躍醍肝,遣逓粧,恰恰正好,十一,墨盆硯台,前ヽ)そ。
②+③
「後軽 d」 (44+31)15例
麦L房子,屋子,|司｀檻|]炊,厠所,泉子,鼻子,凍了(狐,駐子駐背,恰好1円, 羊子羊,
蝉子蝉,脚梓,茄子,蚕子蚕。
「後重」(44+51)1例
落雨下雨。
②+④
「後軽 c」 (44+22)5例
便宜,月亮,胡豆蚕豆,洋芋!蛉薯,咋今tiム祥。
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十 百 三二―百二十。
③+①
「後軽 a」 (55+44)7例
母猪,女的女人,左辺,里辺里面,海椒辣椒,狗些些交別或夏数,嘴巴嘴。
「後重」(55+35)2例
起ヌ舌」ヌ,老公丈夫。
③十②
「後軽 a」 (55+44)2例
我佃,体↑|
「後軽 b」 (55+21)8例
彩虹虹,1歯売■,指甲,老釜父来,老婆封,女人妻子,里共里面,后共‖面。
「後軽d/後重」(55+31)2例
口向雷打雷,打雷。
③十③
「後軽 b」 (55+21)9例
本本本子,桶桶桶,米米果核,姐姐,姉姉叔母,頚子肝子,死了,老了死了,爪爪爪子。
「後重 a」 (55+51)11例
火因|ス」屯,老鼠,左手,反手左手,手指「指☆,腿梓腿,日向午午仮,保拇,両里,老炊吝音鬼,
手粁。
「後重 b」 (44+51)2例
老 峡 称山西、峡西人, 老 声 称「 奈人。
③+④
「後軽b」 (55+21)10例
頒項ル打,早仮,午仮,晩仮,耶今邸、 口郎今膨、祥,頂上 1共,底ドド共,た面左辺,里面。
④十①
「後軽 a」 (213+44)6例
外公外祖父, 自家配,上辺は,下辺ド共,右辺,外辺外面。
「後重」(213+35)1例
舅娼舅け。
④十②
「後軽 a」 (213+44)3例
上共,下共,タト共外面。
「後軽d/後重」(213+31)14例
太阻,
第一,
下雪,去年,臭虫,仕房厨房,大li屋厨|ら,外零外祖父,タト婆外祖母,者油,豆油翻11,二十,
玉麦 L米,后共「i面。
④十③
「後重」(213+51)10例
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下雨,耗子老鼠,右手,掟子拳共,篠子,病了,去了死r,唸子‖ム,正好,二両。
④+④
「後軽 a」 (213+44)9例
梶梶梶子,洞洞洞,洞穴,棒棒樹,桓桓拒1,薄荷,舅舅,速今,那今,院奴院了。
「後軽 c」 (213+22)5例
夜仮,上面卜共,下面ド共,右面右辺,タト面。
「後重」(213+213)2例
看病,第二。
得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,「吹ヌ舌」ヌ」が「後軽 a」 (後字44)に属す1例を除き,全て「後重」(乃至「後
軽 d」)に属している。
2.重ね型の語彙は,①および④では「後軽 a」 (後字44)に属し,③では「後軽b」 (後字21)に属
すが,②では「後軽 a」 (後字44)に属すもの6例
売売売,雀雀小ら,慎慎慢夫,瓢瓢句几,皮皮果皮,核核核りし
と「後軽 d」 (乃至「後重」,後字31)に属すもの5例
伯伯伯父,省雀,苓釜祖父,婆婆祖母,恰恰正好
とに分かれる。
前字
調類 調値 後軽a(後字44) 後軽b(後字21) 後軽d(後字31) 後重
① 35 35+44
② 31 44+44 44+31
③ 553 55+21
④ 213 213+44
3.接尾辞 “共''(単字 31)は,前字①では「後軽 a」 (後字 44)に属 し,前字③では「後軽 b」 (後
字 21)に属すが,前字②では「後軽 a」 (後字44)に属すもの 1例
優共
と「後軽 d」 (乃至「後重」, 後字 31)に属すもの1例
前共
とに分かれ,前字④では「後軽 a」 (後字 44)に属すもの3例
上共,下共,タト共外面
と「後軽 d」 (乃至「後重」,後字 31)に属すもの 1例
后共后面
とに分かれる。
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前字
調類 調値 後軽a(後字44) 後軽b(後字21) 後軽d(後字31) 後重
① 35 35+44
② 31 44+44 44+31
③ 553 55+21
④ 213 213+44 213+31
4.接尾辞 “子"(単字553)は,前字① o③では「後軽 b」 (後字21)に,前字②では「後軽 d」 (後
字31)に,前字④では「後重」に,それぞれ属す。
前字
調類 調値 後軽a(後字44) 後軽b(後字21) 後軽d(後字31) 後重
① 35 35+21
② 31 44+31
③ 553 55+21
④ 213 213+51
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
調値,それ以外は生(1997)による。
単字① “寺" ①+①(後重)“傷ヌ''
1     7.“I ・  1‐
「¨ 一 ―
J一―」
‐二」g憲:「
―・   ,      ヽ
??
」
F5~
「
~~
①+②(後軽″後重)“天析虹"[■an35 t91au31]
_建」 _」」
赫ト
_|「… _●●Ⅲl"~
IF=コf“釧…)「~
_|ョ」峰_口F「
①+③(後重)“剛好"[ka]35 xau553‐51]
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?
_生」 」
=_」……回r―か | ^` 1  鑢 IЮ転… 口 証  100〕r一―r―一,。_=~~‐ ~~~円h_L〕Ⅲ 購国r _r__
匝国r=臓]軍
r"嗅―
麟 |―
①b(後軽b)“貧F摘り¬''[t金135 ts155321①a(後軽a)``鳩公公鳩''[tOi35 k。0お44]
=鍛」_型_|
」?
_壼=IEx〔
Ⅲ…〕T
_■■_」 m饉,―・1嘲 師
~
①c(後軽c)“渡菜'' tshi213‐22]
睡菫 ''…餅餞:I
_=」… …同コー
議 ■―
_空」 _ュ_]
②+①(後重)“副ヌ"[kua31 44
績｀
…
蕎 ~~   
「 ==■
・…歯… 1「
~
r理‐|
螂辞I―
z¨“1 粛,,」 J:藤
~~
単字② “際"[tsbn31]
_■蜜_」 _型_」 __営
=」
F出…:財F
感|―
r■
“
―
_■
=_1`O漱
Ⅲ…ⅢI劇 ,・
‐_´tLI_■_」
②+③(後重)“落雨下雨"[n。3■44y553‐51]②+②(後軽″後重)“婆婆''[p`。31‐44 pb31]
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_■,■」__型_」 __T=_」,o臨ぃぃ")ら「
‐
匡=]IIは'軍
'い |
¨型 _|__■|
1‐摯_ll∫‖|｀軍
幣´ _1…… 卜|,i‐
.2+0(後重)“1年 _油 |" 1■l cr213] 31‐44■31・44]・2・a(後軽a)“皮皮果ば'
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単字③ “占" ・3+●(後重)“起凩副ス''[t91553‐ぉり35]
_1響_」 __性」 r■」1.十腱Ⅲ,Ⅲ同 |■‐
_」雲_1__空し」 _L=_1`,...…1、1晰
医轟引:II消t司れi―
'ヽ |
〓
?
―
〓
'い |
_生_」 _1生;
麗ヨ
_壁
=」
|′¨ .lo :~~~~「~~~
②c(後軽c)``胡IJ:蚕ヴ''[ね31■4 tou21322] ②d(後軽d)``巣r''
"｀`“
鮎い
'漱
蒟t~~~      |「
1=11:・1.`・…絲''｀ヽ :「
_■_3_rし11_■■ 1,嗜,_1.両
議0-
0+②(後軽J後重)“」」11「''[ta制‐55 nuci31]
_1■_||・、……Ⅲ.l ⅢⅢ
‐
_」■_」 __型_」
③+③(後重 a)“老炊吝占1旭''[nau55日らk`an55,51]
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●■蜂_
ぜ=」_生コ
| _」:=コ` o嘔・¨、“
|「●~
■¨ 〔`=]r―
―-1-――
_lr空」FⅢ…S“いo“〕
「
~
_型 1   時“| ,:.滸
:“|  ″」「
③+③(後重b)“老「｀ |~本人" 553■4 ba0553も1] 9i35‐44]③a(後軽a)“狗lし''
睡コ
_■」| _空上」_生」
③b(後軽b)“姐姐''[tcic553‐55 tOic553‐21]
_建■」_型_」
】?
,"|
睡弱
に・,1
蹄―  
「
~~ 
「
~~~~ 賑=r―
歯に)=
_■■_lm餞._卜〕師一|_壁_1
④+①(後重)“舅女`
」
舅母"[tObu213 ma35]単字④ “厚"[xou213]
_霊:_」_」L」
?
‐「
?
辱:モFTT:「……
‐
_.._   .匡二:………
」|1鐸・」‐コ 社"軍.__   ‐.  .…Ⅲ嵩‐
r"嚢
④+③(後重)“正好"[tson213 xau553‐]④+②(後軽″後重)“吐房厨げ'[tsau213 f鯛31]
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④+④(後重)“看病"[k`m213 ph213] ④a(後軽a)“洞洞洞 洞穴"[to]213t。っ213‐44]
4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,イi(1994:114)に従って,まず,各声調の始点。中点・終点の周波数 (FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b _
aI・b XЭ
の最高周波数。
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
調類を表わす丸数字の後のa,bなどは,その単字調類を前字とする後字軽声二音節語が,複数通
りの調値を取る場合を示す。
前字②および③は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので, これらについ
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ては,前字+後字の調形にっいてのみ,その他の場合に当てはめて述べる (4)。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ, 0.で見た後字軽声の各タイプ, “Right
spreading''タイプ, “高降(High Ealling)''タイプ,“低昇(IЮw Lsing)''タイプ,“中平(Mid Level)''
タイプおよび “既定値 (DeLult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S", “F",“R", “L"および “D"
とする。
形式
タイプ
/語
例数
調値 。調形 上ヒ
cl記述調値
上:『音本当』/下:筆者
単字 前字 後/前 単 後
(lI〕|■①
後重 4
345    昇 昇  ! 334    昇334 1.47 55 55i55
′
=
′
▼―ヽ くr
35 35 35
||■汁②
後軽d
/後重
5
345    昇 335    昇 1 421    降 0.7 55 55 : 31
35 35 : 31
C+③
後重 3
345    昇 335   昇 431   降 0.97 55 55:53
/
_」/
35 35 51
①a
後軽a
L
17
345   昇 335   昇 ! 433   中平 1.09 55 55:55
35 35 44
①b
後軽b
D
4
345    昇 335 431   降 0.66 55 55:53
35 35 21
①c
後軽c
D
5
345   昇 335   昇 1 311   低降 0.88 55 13
/‐
_`/
Q
＼
● 、
35 35 22
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②+①
後重 3
431    降 334   中平 1 335   昇 1.59 31 31 : 55
″
/
…
31 44 35
|1121呼②
後軽d
/後重
16
431   降 333   中平 321   低降 0.89 31 31 1 31
―
~▼
ヽ ^
ヽ
ゝ
31 44131
11121叶③
後重 1
431   降 333   中平 1 331   降 0.8 31 31 53
← ◆→ ●′ヽ
ゝ
31 44 51
(12汗④
後重 2
431   降 343   中平 : 313  降昇 1.89 31 13
0ヒ
ヽ
＼
ヽ
メヽ ム__▲＼、/‐
●
31 44 213
②a
後軽a
S/L
29
431   降 333   中平 : 333   中平 0.95 31 31 : 55
―
～
―
●
31 44 44
②c
後軽c
D
5
431    降 333 321 0.92 31 31 : 13
ヘ
ヽ▲
―
▼~~▼
■■■■■
■■■■■
31 44 22
C)d
後軽d
D
15
431   降 333   中平 i 331   低降 0.66 31 31 : 31
―
▼¬Q
ゝ
31 44 31
③+①
後重 2
451   降 444   高平 : 334   昇 2.44 53  :  55
ゝ
“
く
"マヽ ヽr
553 55 35
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|(3洋②
後軽d
/後重
2
451   降 444   高平 : 431    降 0.92 53 53 : 31
ゝ
―
▼ ~~▼
■■■■■
ヽ
｀ヽ ヽ
＼
＼ _
?
?
?
?
?
?
?
?
?
553 55 31
C‐■③
後重a 11
451   降 444   高平 : 431   降 0.8 53 53 : 53
ヽ
_マ
553 55 51
③+③
後重b 2
451   降 344 541 1.34 53
▲
ケ 拳4 ヽ ヽ
ヽ
ゝ
553 44 51
③a
後軽a
L
9
451   降 444   高平 i 433   中平 1.25 53 53  :  55
ゝ
´ マ
ー
553 55 44
③b
後軽b
D
27
451   降 445   高平 : 421   降 0.86 53 53 : 31
ゝ
´
＼
ゝ
ヽ▲
553 55 21
C■①
後重 1
323   降昇 212   降昇 : 223昇 1.16 13 13 : 55
ヽ  ′
∨ ヘ
●
「
■■■■■
■■■■■
■■■■■
―
■
■■■■■
213 213 1 35
C+②
後軽d
/後重
14
323   降昇 223   降昇 431   降 0.89 13
ヽ   ′
∨
/
―
ヽ
ヽ
ヽ
213 213 31
(13+③
後重 10
323   降昇 213   降昇 1 441   高降 0.73 13 13 1 53
ヽ   グ
∨
― ●
ヽ
●
213 213 51
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後重 2
323   降昇 222  降昇 : 313  降昇 1.95 13 : 13
ヽ   グ
∨ 学
―
213 213 213
④a
後軽a
S/L
18
323   降昇 212   降昇 : 333   中平 1.05 13 13 : 55
ヽ   ″
∨
_― ―
“
ト
●、 /
213 213 44
④c
後軽c
D
5
323   降昇 213   降昇 i 322   低降 1.06 13 13 : 13
ヽ  ″
∨
″
｀、ノ
qR、
へヽ__▲
213 213 : 22
成都方言における単字調および “軽声"を伴う ‐培・節語の調形
前字②および③は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調している。
後字調形が “中平"である「①a」,「②a」,「③a」,「④a」 4形式は,Lタイプである。但し, これ
らのうち「②a」,「④a」 2形式は,Sタイプとも解釈できる。
後字調形が “降～低降"である「①b」,「①c」,「②c」,「②d」,「③b」,「④c」 6形式は,Dタイプ
である。
L(乃至 SL)タイプのものは,前字②を除いて,後字の方が長く,Dタイプのものは,前字④を
除いて,後字の方が短い。
「後軽d/後重」のものは,後字の方が短い。
「後重」のうち,後字が昇調 (35)/降昇調 (213)のものは,後字の方が長いが,後字が降調
(21/31/51)のものは,「③+③後重 b」 を除いて,後字の方が短い。
得られた語例数は,前字③を除いて,L(乃至S几)タイプの方がDタイプより多い。
成都方言における後字 “軽声"の各形式は,「後軽 a」 (後字44)以外の,相互に近似した調値を有
する3形式―「後軽 b」 (後字 21)。「後軽 c」 (後字 22)。「後軽 d」 (後字31)一が合流し,Lタイプ
である「後軽 a」 (後字44)に対立する一つのDタイプとしてのカテゴリー を形成しつつある,途中
の段階を反映しているのではなかろうか。
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京 。吟爾浜・合肥・済南・蘭州 。南京 。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安・
銀川・鄭州。
(2)記述資料 (崖1997)では “軽声"とはしていないが, 1音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わら
-67-
名古屋学院大学論集
ず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代渓悟方言音岸」(侯精一主編, 上海教育出版社)『音枯』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 br Wmdows」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)
を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和絡声悟音t司不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35+2]炎軽声悟音洞、
安庚人声和経声悟音洞,スリ只考慮其交凋凋値眼経声后字在音高上的美系,不追究其本凋和変凋之同的演変辻程,所以,
北京 “老虎"速祥的経声活音i司就可以旧人旧平升共的楚声悟音t司来遊行t寸ぬ。」
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